


バイケミ農業について
バイケミ農法とは

バイケミ農法の原則

バイケミ農法とは、弊社の故橋本清文会長が、戦後英国の農業を独学で勉強して、家伝の日本の伝統農業と

比較考証し、理論化、体系化、実践してバイケミ農業と命名した農法です。社名の「バイケミ®」は農業科学

の基本であるＢｉｏ　ｃｈｅｍｉｃａｌ（生物化学）に通じる意味を持たせる為の命名です。

最高の農業は自然生態系維持を保持した農法の実践で、農業の手本とすべきものは、里山の自然生態であり、

「草に学ぶ農業」で、本当の生態系農業です。

１． 植繊機で造った植物性解繊パウダーを施用して地表面に酸化層を作り、自然エネルギーを利用すること

　　　 農業の原点は地表面の落葉、枯草の腐植の利用です。これは「農」の字の意味でもあります。

　　　 この落葉、枯草効果をもたらす有機木質解繊物を造る植繊機を開発しました。

　　　 これにより地表面に酸化層を形成し、空気と共にある自然エネルギーを使う農法です。

　　　 土壌に空気を取り入れる耕耘技術が農業の基本技術です。

２． 肥料は土の中に入れないこと

　　　 自然界の生物輪廻は、自然エネルギーにより、地表面酸化層で行われます。

　　　 肥料は自ら地中に入ることはありませんので、基肥のような土の中への肥料投入は行いません。

３． 種子の発芽は地表面の酸化層で光発芽させること

　　　 自然界での植物種子の発芽は地表面酸化層での光発芽です。

　　　 植繊機で解繊した解繊物は播種時透光性のある覆土代わりとして使用します。
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大気：太陽の光と熱 ( 温度 ) 空気：酸素 / 窒素 精気：気体性鉱物イオンで
海洋性エネルギー (Mg / Ca / Na / Zn)

生気：地表近くにある紫外線、輻射熱
一酸化炭素、一酸化窒素、水素

酸化層：腐植、腐葉土、植物性廃棄物
( 落葉、枯草、樹皮、木の実 ) 動物、
昆虫類の排泄物、遺体

下層土：岩石が風化してできた土壌で
微量元素を含む地気：地中の電気、磁気、水蒸気、通気


